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NO 、 Co 工o ＝ Ω ame 岡un5e 工1 「9　 NO ．
1pa ↓a　red 6．OR　8．5／2．3
2P ＆ 1g 　 orange 8．6YR 　 8．4！3．0
3pa 工8　 yell   9．1Y 　 9．O 〆3．2

4pale 　yellowi8h 　g【 een2 ．8｛…Y8 ．6 ／3．2
5palo 　 q 胆 en 巳．4G了 8．61L4
6P 組 eblui5h 　 green 10 ．068 ．3！ユ．3
7pale 　 bユuo 墮．9B 　 8．4！2．7
Bpale 　 b エu18h 　 pu 叩 1e5 ．5PBB ．3！2．2
臼 pale 　pu 叩

10 6．2P 　 8．1！2．6
10P ＆ 1e 　 r8ddi8h 　 purple2 ．7PR 　 8 ．5！2．7
11Uqht ＝ 已 d 3．8R 　 6．1／5．9
121 均 hセ o：瓢 qe 9。1YR　7 ．0！3．5
13 ↓ight 　 yoUow 6．OY　7．1！4．9
14light 　yellow ゴL3h　qroen2 ．3侶Y6 ，5／5．6
15 工ight　qree ロ 5．ユG6 ．5／4．O
16 苴 ght　 blui8h 　 g： 鮑 n4 ．1B　6．o！4．6
U1igh セ bユue O．2PB　 6，1！4．3
田 エ ight 　 blui3h 　 purPl 巳 8．8PB ‘，4 ／4 」

19 工ight 　 pu 叩
10 6．4P 　 6．3！4．5

201iqht 　 mddi8h 　 pu 叩 1e0 ．3R 　 5．5！3．4
21r8d 4．4R 　4遵 ノ12．6
220 ＝ 邑 nge 4JYR 　6．o！上2．1
23yo110W 8．W 　8．8／U ．3
24you σ wi5h 躰 een O．6qYB 。2！1L4

259 ＝ een 6．OG　4．6！8，6
26blui8h 　 greon 8．4BG 　4．8！B．8
27bluo 臼，1B 屯．5！7．6
28b ユu ↓8hpu 叩 10 5．OPB 　3．9 ！10．0
29pu τP1呂 5 ．1P　3．〃 臼．3
30roddi8h 　pu τPlo 7．↓RP 　 4，0！7 ．3
31da ＝ k　red 4，5R　4．5　 3．3
32d 亘 rk 　 orange 9．6￥R3 」 ノ1．7
33d 盈 ＝ kyellow 4．4y 　 4．4 ／2．5
34d 邑 冨 kyenowi 曲 g： eon5 ．工GY 　 4．2！4．9
35 己邑 ：k 駐：oon 1．6G　 4．7／3．B
36dark 　 blui3h 　 g ＝ e6n L2B   9！3．工

37d ＆ ： kbluo 1．8po 　 4．2〆6．7
3 臼 dark 　 blui8h 　 pu 叩 1a5 ．1PB　3。6！5。3
39d 邑 ＝ kpu 叩 1e o．2P 　 3．912 ．7
40d 盈 ＝ K 由 ddi 日 h 　purpl63 ．2RP 　 3．1β ．8
41whi 七e 鬪9．2
4211ght 　 gmy 闘7．9
43a エ itU61 二“ht 　 gray 闘 6」

449 ＝盈y 罸 4．3
45black 餌2．5
46 臼重工var 一
47qold 雪

table　l　Color−name 　and 　MunseU −notation 　of 　47color　sarnpl ∋s

目的 ：世界 の 美術デザイ ン系学生の 色の 好み を

調 べ 、国際比較を行う。

方法 ：（1）20 ヶ 国 （23 地域）の 美術デザ イン系学

生 （18 〜 25 歳） 5375 名に 47 色 （table 　1
，

210mm × 295rnm の 白ケ ン ト紙 に 18mm ×

25mm の大きさの色 を印刷）を示 し、「もっ とも

好き な色（Q3）」 を 3色 答 えさせ る。（2＞61の 大学

の教室 の各種照明下で 集団で実施。（3）質問紙 は 8

分野 43 項 目か ら構成 されて お り、Q3 はそ の中

の 1分野に 当た る 。（4）期間は 1995 年 12 月〜

1996 年 6 月。

fig，1　Your 　favorite　cQlor （Umit 　70％）
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結 果 ：（1） 全体 （各 国 の 回答 者数 を 200 名に

換 算 した と き の 合 計 ） で は、も っ と も人 気 を

集め た の は 青紫 （い わ ゆる 紺、28 番）で 、

以下 赤 （21）t 黒 （45 ）、白 （41）、青緑

（26 ）、黄 （23）、空 色 （17 ） の 順 （fig．1）。

（2） 男 女 の 相 関係数 は 0．85 と著 し く高い 。

（3）主 成 分 分析 法 の 結果 、第 1主 成分 の 分 散

は 68 ．0 ％ と高 く 、 世 界 的共通 因子 が存 す る こ

とが 明 らか とな っ た 。 第 2 成分 は 11．9％ 、

第 3 成 分 は 4．6％ で 、国 （地 域） 問 の 特 徴が

示 され た （fig．2）。よ こ軸 （第 2 成 分） はア

ジ ア と欧 米 を、たて 軸 （第 3 成 分） は 日本 と

フ ィ ン ラ ン ド、 ロ シ ア を区別す る軸 で あ る 。

こ れ に ク ラ ス ター分析 の 結 果 を重 ね る と 、国

（地域 ） に よ り 3 つ の 嗜 好 タ イ プが あ る こ と

が わ か る 。 即 ち 、 日本は鮮 やか な 色 を、中国

は 白や 明 る く淡 い 色 を 、欧 米 は 暗 く に ぶ い 色

を好 む。

結 論 ： 国や 文化 の 違 い に よ り色 の 好 み に差 が

ある か 否 か と い う問 題 は古 く て 新 し い 問題 で

ある 。が、 こ の 同
一

方 法 に よ る大 規模 な 調 査

か ら、 「7 割 が
一

致 、3 割 が 不 一致 」 と結 論

さ れ る 。と りわ け、色 彩学 で い う原色 （一次

色 、白黒含 め て ） が好 み の 核 を な す こ と が 明

らか に な っ た こ とは示 唆 的で ある 。

fig．2　 the 　results 　of 　factor　analysis 　and 　clusLer 　analysis 　regarding

　　 the　distribution　of　colors 　and 　courltries （regiQns ）
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